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２００８年度日本地球化学会年会のお知らせ�３

主催：日本地球化学会

共催：日本化学会，日本鉱物科学会，日本地質学会

会期：平成２０年９月１７日	～１９日

会場：東京大学教養学部１２号館，１３号館

東京都目黒区駒場３―８―１

京王井の頭線「駒場東大前」下車（急行は停車

しませんのでご注意ください）

P．３の地図を参照ください。

内容：口頭発表及びポスター発表（今回は初めての試

みとして，すべての発表を２８のセッションの中で行

います），総会，学会賞記念講演，夜間小集会，懇

親会

口頭発表は，A～Fの６会場に分かれて行いま

す。総会，学会賞記念講演，夜間小集会は A会場，

ポスター発表，懇親会は生協食堂２階で行います。

若手優秀ポスター賞：きわめて優れたポスター発表を

行った日本地球化学会学生会員に授与します（受賞

者発表は懇親会の際に行います）。選考方法などに

ついては後日，ホームページなどでお知らせいたし

ます。

プログラム：本ニュースの末尾に掲載するプログラム

をご覧ください。講演要旨は８月末に，J-STAGE

上（http://www.jstage.jst.go.jp/browse/

geochemproc/-char/ja/）で公開されます。なお，今

回は要旨集の配布を事前送付では行わず，学会当日

に行います。

年会当日の受付：１３号館１階のロビーで，初日の９時

から開始します。

口頭発表について：口頭発表時間は，招待講演の一部

を除き，討論を含めて１５分です。講演を１２分以内で

終了し，３分の討論時間を残すようにしてくださ

い。１０分で第１鈴，１２分で第２鈴，講演終了で第３

鈴が鳴ります。なお，招待講演には討論時間も含め

て２０分の場合がありますが，詳しくはプログラムを

ご覧ください。発表には各会場で液晶プロジェク

ター１台のみ使用できます。Microsoft社の Power-

Point２００７をインストールしたノートパソコン（OS

はWindowsXP）を用意します。発表者は上記シス

テムで実行可能な発表用ファイルを USBメモリま

たは CD-Rに記録して持参し，発表されるセッショ

ン前の休憩時間に各会場のノートパソコンに入れて

動作を確認してください。３日目の朝一番のセッ

ションで発表される方は，できるだけ前日のうちに

確認ください。上記以外のシステム（Mac，Keynote

など）は極力避けていただきたいのですが，使用を

希望される方はご自身で使うパソコンやシステムを

持参の上，発表の２講演前までには液晶プロジェク

ターの脇で待機してください。

ポスター発表について：ポスターボードのサイズは縦

１８０cm×横９０cmで，各パネルボードには発表番号

を示してあります。掲示するポスターの左上角に

は，ポスター番号を目立つように明記して下さい。

掲示に使用する画鋲などは実行委員会で用意します

ので，会場で受け取ってください。ポスター発表は

初日（９月１７日）と２日目（１８日）と張り替えて行な

います。ポスター番号が１Pxxは初日発表，２Pxx

は２日目発表で，両日とも昼食の休憩時間中に掲示

してください。初日には１３時００分から１４時２０分ま

で，２日目には１３時３０分から１４時５０分まで，それぞ

れ１時間２０分間のコアタイムが設けられています。

発表者はコアタイムには必ずポスターの前に立って

説明を行ってください。なお，両日ともポスターは

コアタイム終了後１時間以内に必ず撤去してくださ

い。それ以後も掲示しているポスターは，実行委員

会が処分しますのでご注意ください。

参加予約申込：年会 web page（http://db1.wdc-jp.

com/geochem2008/）から，指示に従って申し込ん

でください。予約申込は８月２９日
 １４時締切。こ

れ以後は，当日受付をご利用ください。

参加登録費：（講演要旨集１部含む）

予約：一般会員５，０００円，学生会員３，０００円，

会員外７，０００円，会員外学生４，０００円

当日：一般会員６，０００円，学生会員４，０００円，

会員外８，０００円，会員外学生５，０００円

＊なお，会員は日本地球化学会及び共催学会の会員

を指します。当日受付で入会申込された方も会員

扱いとします。

懇親会：９月１８日１８時より生協食堂２階にて。

予約５，０００円（学生３，０００円），当日６，０００円（学生

４，０００円）。

追加の講演要旨集：３，０００円／部（当日手渡し）（後日

郵送の場合は３，５００円／部）。

併設展示：関連機器メーカーその他による展示会を１３

号館２階及び１階ロビーにて開催します。多数の方

のご来場をお待ちしております。

その他：実行委員会では宿泊／航空券等の斡旋はいた
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しません。各自お早めに手配ください。

年会事務局

〒１１３―００３３ 東京都文京区本郷７―３―１

東京大学大学院理学系研究科 地殻化学実験施設内

Fax：０３―５８４１―４１１９

e-mail：gj 2008-help@eqchem.s.u-tokyo.ac.jp

●第３回日本地球化学会ショートコースのお知らせ

主旨：地球化学は，試料を構成する元素，同位体，

化学種の存在度，分布，移動，変化を空間的・時間的

に調べ，それらを支配する法則や原理を見いだすこと

により，地球や惑星を構成する物質の構造や循環を調

べる学問である。分析・データ解析技術の進歩によ

り，試料から得られる地球化学的知見の質と量は飛躍

的に向上し，今では，鉱物学，岩石学，地質学，地球

物理学など，他の地球科学分野の発展を支える重要な

学問となっている。しかしその一方で，地球化学の応

用性・実用性のみが注目され，地球化学の本質である

現象の素過程を調べる研究が少なくなるとともに，時

間をかけてじっくり調べ，問題点を徹底的に掘り下げ

て理解する機会も減少するという問題も顕在化してい

る。こうした問題に対し，日本地球化学会では地球化

学講座の発行を通じて地球化学の啓蒙を進めてきた。

そして日本地球化学会では，次なる啓蒙活動として，

大学生・大学院生を対象とした「ショートコース」

を，年会日程（平成２０年９月１７，１８，１９日）に合わせ，

９月１６日に開催する。本ショートコースでは，地球化

学を研究する上で必須となる基礎知識の包括的修得

と，最先端研究に触れることによる視点の拡大，とい

う次の二つの目標を掲げ，将来の地球化学を担う若手

研究者の育成を目指す。

プログラム：

はじめに（９：３０～）平田岳史（東工大）

「Inquisitiveness and Chastity in Science」

講義１（９：４０～）吉岡正和（高エネ研）

「加速器づくりと地球科学」

講義２（１１：００～）横山祐典（東大）

「加速器質量分析と TIMSによって明かされる地

球環境変動」

昼食（１２：２０～）

講義３（１３：２０～）横山哲也（東工大）

「太陽系形成初期の同位体不均一と元素合成」

講義４（１４：４０～）上野雄一郎（東工大）

「硫黄同位体からみる古環境」

講義５（１６：００～）横山広美（東大）

「研究者と科学コミュニケーション」

Closing（１７：４５～１８：００）

定員・申込締切：５０名（先着順）。９月５日
を参加
申込締切日としますが，定員になり次第参加申し込

みを締め切らせて頂きます。主として本学会の学生

会員を対象としますが，特にこだわりませんので非

会員あるいは年配の方も参加可能です。

参加費：３，０００円（講師謝金費，資料代，弁当代等を

含む）。当日受付でお支払い頂きます。日本地球化

学会の学生会員は学会からの補助により２，０００円引

とします。

申込み方法：ホームページ（http://db1.wdc-jp.com/

geochem2008/short.html）から申し込み用紙（エ

クセルファイル）をダウンロードし，必要事項を記

入の上，ショートコース申し込みアドレス「short-

course2008@geo.titech.ac.jp」までお送り下さい。

なおメールの件名には「２００８年ショートコース申

込」と明記下さい。

（行事幹事・平田岳史）

学会評議員会議事録

●２００８年度第１回

日時：２００８年２月１６日� １３：００～１７：４５

場所：東京大学 山上会館００１

出席者：蒲生俊敬会長，石橋純一郎，小畑元，佐野有

司，鈴木勝彦，平田岳史，益田晴恵，南雅代

（以上幹事），天川裕史，岩森光，鍵裕之，

北逸郎，瀧上豊，奈良岡浩，野尻幸宏，日高

洋，松尾基之，三村耕一，柳沢文孝（以上評

議員），松久幸敬（監事）

１．会長挨拶

蒲生会長から会長就任の挨拶があった。

２．２００８～２００９年度新評議員の追加承認

瀧上豊会員を新評議員として追加承認した。

３．２００８～２００９年度幹事の承認

２００８～２００９年度各幹事（石橋ニュース幹事，小畑

庶務幹事，佐野 GJ編集幹事，鈴木広報幹事，平田

行事幹事，益田地球化学編集幹事，南会計幹事）を
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承認した。

４．２００７年度第３回評議員会議事録の承認

２００７年度第３回評議員会議事録を承認した。

５．報告事項

� 庶務（小畑幹事）：【科学研究費補助金】（日本学

術振興会）平成２０年度科学研究費補助金研究成果公

開促進費「定期刊行物」（GJ）計画調書提出（１１／

１３，６，７４０千円）；日本学術振興会による平成１８年度

科学研究費補助金研究成果公開促進費「定期刊行

物」に関する実地調査および意見交換（１２／２１）；平

成１９年度科学研究費補助金研究成果公開促進費「定

期刊行物」の実績報告書提出（２／６）。【研究助成等】

日産科学振興財団・日産科学賞候補者を推薦した。

【後援・共催等】（共催）日本質量分析学会「第５６

回質量分析総合討論会」（２００８／５／１４～１６）；�日本
原子力学会「原子力総合シンポジウム２００８」（２００８

年５月），運営委員として村松康行会員を推薦；第

７回核融合エネルギー連合講演会組織委員会「第７

回核融合エネルギー連合講演会」（２００８／６／１９～

２１）；�日本アイソトープ協会「第４５回アイソトー
プ放射線研究発表会」（２００８／７／２～４）。【その他】

㈱国際文献印刷社との情報通信業務基本委託契約；

故猿橋勝子名誉会員への弔電・供花（１０／２２），故小

穴進也名誉会員への供花（１１／１５），故半谷高久名誉

会員への弔電・供花（１／１８）；「地球化学」への広告

募集を行なった（１／３１締切）；学会賞各賞・鳥居基

金への推薦・応募状況（１／３１締切）：奨励賞６名，

学会賞２名，柴田賞２名；鳥居基金（海外渡航４

名，国内研究集会２件）。【幹事会】２００８年２月９日

１３：００～ 第１回評議員会の議事内容について整理

した（出席：蒲生・海老原・石橋・小畑・佐野・鈴

木・角皆・平田・益田・南の各幹事）。

また，評議員に対して，ウェッブ広告宣伝の依頼

があった。６月のメールによる評議員会について

は，幹事会などで具体案を検討することとなった。

� 会計（南幹事）：「地球化学」掲載の広告費が納め

られていないため，２００７年度会計が閉じられていな

いとの報告があった。

� 会員異動（２００７／９／１～２００７／１２／３１）（角皆会員幹

事，代理で蒲生会長が説明）：

【入会】

（９月）

一般会員

９２８２４７８ 吉武美和 ヨシタケミワ

神戸大学理学研究科地球惑星科学専攻 惑

星物質科学研究室

学生会員（学生パック）

９２８２４８０ 昆 慶明 コンヨシアキ

東京工業大学大学院理工学研究科地球惑星

科学専攻

９２８２４９１ 岨 康輝 ソワコウキ

北海道大学大学院理学院自然史科学専攻

地球システム進化グループ

（１０月）

一般会員

９２８２５０１ 玉城喜章 タマキヨシアキ

琉球大学理学部海洋自然科学科（化学系）

９２８２５０３ 関根康人 セキネヤスヒト

東京大学大学院新領域創成科学研究科複雑

理工学専攻

学生会員（学生パック）

９２８２４９５ 白石智一 シライシトモカズ

大阪大学大学院理学研究科宇宙地球科学専

攻 松田研究室

（１１月）

学生会員（学生パック）

９２８２４９９ 丸山匡臣 マルヤママサオミ

日本大学総合基礎科学研究科相関理化学専

攻 放射化学研究室永井教授

９２８２５０２ 竹谷 裕 タケタニユタカ

東北大学大学院理学研究科地学専攻

（１２月）

一般会員

９２８２５０４ 高田将志 タカダマサシ

奈良女子大学文学部地域環境学コース

【退会】

（９月）

学生会員

９２８２４２９ 山崎俊輔

（１０月）

名誉会員

８２８０５０１ 猿橋勝子 ２００７／９／２９ご逝去

（１１月）

名誉会員

９２８０３９９ 小穴進也 ２００７／１１／１３ご逝去

（１２月）

正会員

９２８２３６４ GUPTA, Lallan Prasad
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正会員 （一般）（学生）
（学生）
（修士パック）

（シニア） 賛助会員 名誉会員 計 海外会員

２００７．８．３１ ９４１ （７６１） （６７） （５６） （５７） １１ １２ ９６４ ４０

入会 ９ （４） （５） ９

退会 －１９（－１２）（－４） （－３） －２ －２１

除名 －１５（－１０）（－５） －１５ －３

変更 （－２）（－１） （３）

除名取消 １ （１） （－１） １

２００７．１２．３１ ９１７ （７４２） （５７） （６１） （５７） １１ １０ ９３８ ３７

１２８１０５９ 高城裕之

１２８１１９０ 大田啓一

１２８２３２６ 蓑島佳代

２２８０３１０ 水谷伸治郎

３２８００４５ 福田一義

６２８００６６ 合田四郎

６２８１３３３ 横田喜一郎

６２８１６５６ 北村守次

６２８２２７９ 森山文基

８２８０３０７ 三谷明恒

８２８０８７９ 星加 章

学生会員

４２８２２７３ 椎根 大

８２８２３２７ 萬福真美

９２８２３５７ 山本和幸

シニア会員

３２８０２７２ 馬淵久夫

５２８０４８３ 斉藤信房 ２００７／１２／１９ご逝去

６２８０３１２ 水谷義彦

【除名】

（９月）

（一般会員：１０名）平良初男，植山洋一，野上健治，

山口学，GUODONG ZHENG，加藤喜久雄，SEMET

MICHEL P., JOHEMKO JEROME，フジイMヤス

オ（学生会員：５名），佐久間英輔，辻寛之，呉佳紅，

羅�泰，井上由美子
【変更】

（９月）

会員番号 会員名 変更前 変更後

１２８２２２９ 辻 寛之 一般会員 学生会員

（１２月）

会員番号 会員名 変更前 変更後

３２８２２５８ JENKINS,

ROBERT 学生会員 一般会員

９２８２４２４ 坂本直哉 学生会員 一般会員

３２８０２９４ 松永捷司 一般会員 シニア会員

６２８０６８０ 脇田宏 一般会員 シニア会員

８２８０２３３ 清棲保弘 一般会員 シニア会員

２００７年１２月３１日現在の会員数

会員異動（２００８／１／１～２００８／１／３１）（角皆会員幹事，

代理で蒲生会長が説明）：

【入会】

（１月）

一般会員

９２８２５０５ 星野美保子 ホシノミホコ

筑波大学生命環境科学研究科地球進化科学

専攻 木股研究室

９２８２５１２ 杉原永一 スギハラエイイチ

三井化学株式会社袖ヶ浦センター 総務グ

ループ健康管理室

学生会員（学生パック）

９２８２５０８ 松岡かおり マツオカカオリ

東京農工大学大学院連合農学研究科

【退会】

名誉会員

７２８００９２ 半谷高久 ２００８／１／１７ご逝去

一般正会員

９２８２２１２ 半澤有希子

学生正会員

９２８２４２２ 森 美佳

【変更】

（１月）

会員番号 会員名 変更前 変更後

９２８２３７０ 小岩嘉隆 学生パック 学生正会員

９２８２３７９ 齊藤友比古 学生パック 学生正会員

９２８２３８２ 賞雅朝子 学生パック 学生正会員

９２８２３８３ 今野祐多 学生パック 学生正会員

９２８２３８４ 嶋本洋子 学生パック 学生正会員

９２８２３８５ 吉野 徹 学生パック 学生正会員

９２８２３９４ 荒川 雅 学生パック 学生正会員

９２８２３９７ 武田匡樹 学生パック 学生正会員

９２８２３９８ 中尾俊夫 学生パック 学生正会員

９２８２３９９ 竹内ふみ 学生パック 学生正会員

９２８２４００ 宮川和也 学生パック 学生正会員
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正会員 （一般）（学生）
通常

（学生）
（修士パック）

（シニア） 賛助会員 名誉会員 計 海外会員

２００７．１２．３１ ９１７ （７４２） （５７） （６１） （５７） １１ １０ ９３８ ３７

入会 ２ １

退会 －１ －１ －１

種別変更 ３ －３

（２年経過に
より移行）

２８ －２８

２００８．１．３１ ９１８ （７４６） （８１） （３４） （５７） １１ ９ ９３８ ３７

９２８２４０１ 中村真仁 学生パック 学生正会員

９２８２４０５ 山根雅子 学生パック 学生正会員

９２８２４０６ 岡崎寛大 学生パック 学生正会員

９２８２４０７ 川島龍憲 学生パック 学生正会員

９２８２４１０ 小竹翔子 学生パック 学生正会員

９２８２４１２ 福本 塁 学生パック 学生正会員

９２８２４１６ 深澤 真 学生パック 学生正会員

９２８２４１７ 内山嘉子 学生パック 学生正会員

９２８２４２１ 若林貴弘 学生パック 学生正会員

９２８２４２２ 森 美佳 学生パック 学生正会員

（自動変更後に退会届）

９２８２４２３ 中村英人 学生パック 学生正会員

９２８２４３１ 堀口桂香 学生パック 学生正会員

９２８２４３２ 徳竹大地 学生パック 学生正会員

９２８２４３３ 小林紗由美 学生パック 学生正会員

９２８２４３６ 新原隆史 学生パック 学生正会員

９２８２４３８ 金子雅紀 学生パック 学生正会員

９２８２４４０ 加藤智樹 学生パック 学生正会員

９２８２３５９ 栗崎弘輔 学生正会員 一般正会員

９２８２３８９ 宮川千絵 学生正会員 一般正会員

９２８２４１３ 光延 聖 学生正会員 一般正会員

２００８年１月３１日現在の会員数

� 編集：

a . GJ（佐野幹事）：新編集委員会の組織について

説明があった。欧米からの投稿が増えるよう，新

たに Vice Executive Editorを置く。Express Let-

terについては，今後宣伝を積極的に行う予定。

b．地球化学（益田幹事）：２００７年度の編集状況に

ついて説明があった。１４編の原著論文を受付，う

ち７編を受理，５編を審査中，２編を却下した。

総説は３編を受付，うち２編を受理，１件が審査

中である。記念論文は３編を受付，受理した。博

士論文抄録は１編を受付，受理した。その他を１

編受付，受理した。現在は７編の原著論文と１編

の総説を審査中である。また，編集委員会を２回

行った。受け付けるにあたって問題のある論文に

ついて，対応が検討された（審議事項参照）。

c．ニュース（石橋幹事）：ニュース記事の構成に

ついて説明があった。

d．広報（鈴木幹事）：学会HPの Q&Aについて，

評議員に回答協力の依頼があった。また，国際文

献印刷との「ホームページ作成業務」「大会関連

業務」の業務委託契約書について報告があった。

� 行事（平田幹事）：

a．２００７年年会報告：年会 LOCの奈良岡評議員か

ら２００７年度年会について，財政，国際文献印刷と

の交渉経緯が報告された。また，講演締切と要旨

締切を一緒にする方が良いとの提案があった。

b．２００８年日本地球惑星科学連合大会：今年度は５／

２５～３０にかけて幕張メッセ国際会議場で開催され

る。共催のセッションについては，行事幹事に報

告してほしい旨，依頼があった。

c．２００８年ゴールドシュミット国際会議：今年度は

７／１３～１８にかけてカナダ・バンクーバーで開催さ

れる。学会から３，０００ドルの寄付を行うこと，こ

の寄付は学生の旅費補助に使用されること，日本

地球化学会のブースを設けること，パンフレット

を参加者のバックに入れ配付すること，GJ賞の

授賞式をプレナリーセッションで行うこと，今回

は登録料の割引がないことが報告された。また，

GJ賞の説明については，テラパブからの副賞を

辞退することが会長から報告された。代わって，

篤志家からの寄付を受け，副賞を１件３３万円とす

ることとなった。

d．２００８年年会準備状況：２００８年度年会の準備状況

について，大会実行委員長の松尾評議員から説明

があった。今年度は２００８年９／１７～１９に東京大学駒

場キャンパスで行う。講演受付と要旨受付を一緒

に行うこと，講演はすべてセッションテーマ制で

行うことなど例年との違いが説明された。セッ

ションテーマは公募し，採用されたテーマについ

ては，コンビナーが主に編成を考える。２／１０：

セッションテーマ締め切り，４／１：ホームページ

開設，７／１４：講演受付・要旨提出締切，８／２９：事

前登録締切，９／１６に第３回ショートコースを行う

予定である。

e．第２回ショートコース・アンケート結果：第２

回ショートコースが２００７年度年会前日（９／１８）に

行われ，盛会に終わったことが報告された。
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� 各種委員会

a．各種委員会の委員構成について，以下の委員会

委員が承認された。２００８～２００９年度名誉会員推薦

委員会は海老原充副会長が委員長を務め，野津憲

治会員，田中剛会員，松田准一会員（以上，会長

経験者），野尻幸宏会員，角皆潤会員（以上評議

員）が委員となることが提案され，承認された。

２００８～２００９年度将来計画委員会は海老原充副会長

が委員長となり，鍵裕之会員，奈良岡浩会員，平

田岳史会員，益田晴恵会員（以上評議員），三澤

啓司会員，山本鋼志会員，山下勝行会員が委員と

なることが提案され承認された。新たに設置され

る２００８～２００９年度広報委員会については，鈴木勝

彦広報幹事が委員長を務め，小木曽哲会員，折橋

裕二会員，橘省吾会員，山本鋼志会員が委員とな

ることが提案され承認された。

b．日本地球惑星連合第６回評議員会に出席した鍵

評議員より，法人化やセクション制について報告

があった。また，２００８年３／１４には討論会と拡大評

議会が開催されるため，評議員から数名が参加す

ることが確認された。

c．日本地球惑星連合各種委員会の活動状況に関し

て，教育問題検討委員会について，瀧上評議員か

ら現在の進捗状況についての説明があった。ま

た，国際地学オリンピック日本委員会について説

明があり，日本地球化学会に対しても支援要請が

あった。協賛金１口１０万円の支援が認められた。

男女共同参画推進委員会について天川評議員から

説明があった。科研費の助成審査員拡大に関して

協力要請があったが，状況の推移を見守ることと

なった。

d．学術会議における IAGC対応小委員会の状況

について，海老原副会長に代わって蒲生会長が現

状を説明した。IAGCは IUGS分科会の下に分属

することとなった。また，IUGSの年報に，日本

地球化学会の活動を寄稿したことが報告された。

e．地球化学講座の編集状況について，松久監事か

ら２／２８に第２巻が発行される予定であるとの報告

があった。残る第８巻についても大部分の原稿が

集まり，近日刊行される見込みであることが報告

された。

６．審議事項

� 国際文献委託業務の契約（小畑幹事）：２００８年度

国際文献印刷への学会業務委託契約書について説明

があった。２００８年度にかかる費用の予測が示され，

新しい契約書が承認された。

� 学生会員（学生パック加入者）宛のリマインドに

ついて（角皆幹事に代わって蒲生会長から説明）：

今年度から学生パック会員の学生会員への自動種別

変更が行われるようになった。退会する学生パック

会員には，２月末まで手続きの猶予期間を設けると

いう提案が行われた。また，この変更についてリマ

インドのメールを流すことも提案された。審議の結

果，この新しい手続きで種別変更することが認めら

れた。

� GJの出版形態について（佐野幹事）：電子化を

進める際の問題点について議論を行い，幹事会を中

心に必要な手続きを準備することが承認された。ま

た，非会員の GJへの投稿が増加しつつあることか

ら，ページチャージの可能性についても今後検討し

ていくことが承認された。

� 「地球化学」について（益田幹事）：編集委員会か

ら，論文投稿に対して一定の指針を出すという提案

が行われた。また，二重投稿などの事態に対応する

ため，編集委員会で内規を作ることが提案された。

その基準については，編集委員会の判断に委ねるこ

とが承認された。

� 第３回ショートコースについて（平田幹事）：

２００８年年会前日に第３回ショートコースを行うこと

が認められた。経費の一部について，学会が補助す

ることも確認された。

� ニュースの電子化（石橋幹事）：人事公募など，

時期的なニュースについては，メールを活用し，印

刷はしないことが認められた。会員の交流に繋がる

ページは従来のままとする。

� 「地球惑星化学の事典」（仮題）編集・出版計画に

ついて（蒲生会長）：「地球惑星化学の事典」という

企画について提案があり，出版をすすめることが認

められた。

７．次回幹事会・評議委員会の日程

幹事会 ５月３１日� １３：００～ 東京大学

評議員会 ６月中にメールによる会議

研究集会などのお知らせ

●AOGS（アジア大洋州地球科学会）２００８年大会報告

ア ジ ア 大 洋 州 地 球 科 学 会（Asia Oceania

Geosciences Society）の２００８年大会（AOGS 2008）が，
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６月１６日から２０日の日程で，韓国・釜山で開催されま

した。会場となった BEXCO（Busan Exhibition &

Convention Center）は，釜山の東部にあるリゾート

地，海雲台（ヘウンデ）にほど近い，センタムシティー

と呼ばれる地区にあります。センタムシティーは，数

年前から開発が始まった新しい街らしく，どことなく

幕張に似た雰囲気を感じました。

会場では，大気・水文・海洋・惑星・太陽地球系・

固体地球の６分野のセッションが，１６部屋に分かれて

開催されました。地球化学関係のセッションはそれほ

ど多くありませんでしたが，その分，他の分野のセッ

ションを聞く余裕もあったので，なかなか刺激的な時

間を過ごすことができました。残念だったのは，講演

のキャンセルがあまりに多かったことです。私が発表

したセッションでは，講演予定者の半数以上が会場に

現れず，発表したのはたったの５人，という寂しい状

況でした。

今回は，日本地球化学会で展示ブースを出すことは

しませんでしたが，学会の英文パンフレットと Geo-

chemical Journalの CDおよび Express Letterのチ

ラシを，日本地球惑星科学連合のブースに同連合事務

局の御厚意で置かせていただくことができました。ま

た，パンフレットとチラシの一部は，広報幹事の鈴木

さんと私で分担して，知り合いに配って歩きました。

学会および Geochemical Journalのアジア大洋州地

域での知名度を上げることに，多少は役に立ったので

はないかと思います。

AOGSの公式発表によれば，今回は１，７００人を超え

る参加登録があったそうですが，キャンセルを除く

と，実際の参加者は１，０００人強程度ではないかと推測

されます。アジアの中では日本から一番近い都市で行

われたにも関わらず，意外と日本人が少ないという印

象を受けました。AOGSは毎年開催されるので，ア

ジア大洋州地域の研究者との交流を深めるのに非常に

良い機会だと思います。来年以降，日本地球化学会か

ら更に多くの方が積極的に参加されることを願ってい

ます。

（広報委員・小木曽哲）

●２００８年ゴールドシュミット国際会議報告

２００８年のゴールドシュミット国際会議はカナダ・バ

ンクーバーのブリティッシュコロンビア大学を会場と

して７月１３日から１８日までの５日間の日程で開催され

ました。通算１８回目を数える今回は初めてカナダでの

開催となります。毎年開催される地球惑星化学の国際

会議として参加者は増加傾向にあり今回は２，０００人以

上の参加者を得たとのことです。発表された総論分数

は２，２０７件でそのうち１，２１１が口頭発表されました。事

前にウェブサイトで自分の興味のある発表の一覧を作

成して表示する機能が提供され，会場でワイヤレスで

のネットワーク接続が無料で利用できたおかげで，冊

子体で供給されるプログラムを捲ることなく計画を練

ることができました。発表会場となった教室の机にも

電源が提供されるなどパソコンを使用するインフラが

大変整っているのが印象的でした。また，バンクー

バーは世界一清潔で緑豊かな健康な町を目指している

ということで学会の運営にも Sustainabilityを強く

意識していることが強調されていました。USBメモ

リーでアブストラクトが提供されたことや，各会場に

参加者用の飲料水タンクが設置されておりペットボト

ルの再利用を促していた点など，例年とは少し趣が変

わっていたことに気づかれた参加者も多かったのでは

ないでしょうか。一方で，会場の配置が少し不案内な

こともあり，初日には多くの参加者が迷っている光景

が見られました。また，発表時間の遵守が徹底されて

いなかったためにせっかく会場を移動しても目当ての

発表にありつけなかったりしました。座長のさじ加減

で発表時間が増減してしまい（それは議論が活性化す

るという面もあるのですが）時間の割り振りで不公平

があった印象もぬぐえません。

さて，日本地球化学会では学会の PRの一環とし

て，参加者に配布されるバッグの中に学会のパンフ

レットと Geochemical Journal誌にて最近開始した

Express Letterのちらしを同封してもらいました。

また，ポスター会場ではブースを設けて GJの論文を

図１ 地球化学会ブースを訪れたGJ副編集長のPintiさん
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収めた CD-ROMや冊子体の GJを無料で配布しまし

た。特に CD-ROMは人気が高く用意した１００枚はす

べて配布しました。現場での入会受付も同時に行い，

若干名ですが会員の増加に貢献することもできまし

た。例年通り GJ賞の受賞式も行われ，日本地球化学

会としては一定の存在感を示すことができたのではな

いでしょうか。反面，今年度は残念ながら学会員を対

象とした登録費減免の処置は行われませんでした。協

賛学会として金銭的な援助を行っていることが，会員

の皆さんには目に見える形として還元されなかったこ

とは残念だったと思います。これと直接は関連しませ

んが，今回は日本国内の大学や研究機関所属の研究者

の口頭発表数は３６件（ポスターは８２件）でした。過半

数が口頭発表という全体の割合と比べると，口頭発表

での日本からの参加者の存在感はもう少しあっても良

いのではないでしょうか。ポスター発表の方がじっく

り議論ができるというメリットがあり，あえてポス

ター発表を選択し面と向かって十分な議論を尽くすこ

とを選んだ方がいるのも確かですが，口頭発表で自分

達の成果をもっとアピールすることを全ての世代の研

究者が意識すれば自然と日本地球化学会の存在感も増

し，会員数や GJへの注目度などにもプラスに働くの

ではないかと思います。最後に，地球化学会のブース

は学会員の皆さんのポスター会場での拠点として，ま

た情報交換の場として，そして待ち合わせ場所として

便利に利用していただけますので，来年度以降も是非

気軽にお立ち寄り下さい。

（広報委員・松本拓也）

院生による研究室紹介 No．１０

秋田大学大学院工学資源学研究科地球資源学専攻

応用地球科学講座 金属鉱床学研究室

森 康治

今回は秋田大学大学院地球資源学研究科地球資源学

専攻応用地球科学講座金属鉱床学研究室の紹介をさせ

て頂きます。金属鉱床学研究室には，水田敏夫教授，

細野高啓助教，佐藤比奈子技術職員の３人の教職員

と，博士後期課程大学院生３名，前期課程大学院生４

名，学部４年生９名，の計１９人（２００８年４月現在）が

所属しています。さらに，本研究室の協力研究グルー

プとして工学資源学部付属環境資源学研究センターの

石山大三教授，川原谷治技術職員がいます。

今年度（２００８年度）学生が行っている主な研究内容

は，タイ国北部の浅熱水性金鉱床の金鉱化作用と鉱床

図２ 地球化学会ブースで対応する広報委員

図１ タイ北部の浅熱水性金鉱床で含金石英脈（中央
白色部）のサンプルを観察・採集しておりま
す。縦に刻まれた溝は発破用ダイナマイトを仕
込むためのボーリング跡です。

― 10 ―



成因モデル，山形県ベントナイト（モンモリロナイト

を主体とする粘土）鉱床の形成過程について，秋田県

東部の休廃止鉱山における鉱排水の地球化学的特徴と

その影響について，埼玉県秩父鉱山における花崗岩類

とスカルン鉱化作用の関連性について，新潟県中部天

然ガス田における火山岩の貯留岩性状とその孔隙形成

プロセスについて，秋田県北部黒鉱鉱床の鉱化作用プ

ロセスについてなどを行っております。中でもタイの

浅熱水性金鉱床についての研究では，水田教授ととも

に筆者と４年生１人の３人で１０日間の現地調査を行っ

ております。

この研究室の一番の特徴は，積極的に受け入れてい

る留学生にあります。本研究室では，マレーシア１

人，ガーナ１人，ミャンマー２人，パプアニューギニ

ア１人と，計５人の留学生が院生として在籍していま

す。留学生の方たちも主に母国に関連した鉱化作用に

ついて研究を進めております。マレーシアからの留学

生 Adong Bin Lamingさん（アドン・ビンラミング：

博士後期課程３年）は，東マレーシア Sabah州 Sem-

porna半島，Mt. Pockにおける浅熱水性 Au鉱化作

用について，ガーナからの留学生 Adomako-Ansah

Kofiさん（アドマコ―アンサ・コフィ：博士後期課程

１年）は，鹿児島県菱刈浅熱水性 Au-Ag鉱床の地質

学的・地球化学的特徴について，ミャンマーからの留

学生Htay Thura Kyawさん（ティ・トゥラ・ジョ

ウ：博士前期課程２年）は，秋田県大館地域の黒鉱鉱

床及び関連する火成活動の地球化学的特徴の研究を，

パプアニューギニアからの留学生 Paul Moia Kiaさ

ん（ポール・キア・モイヤ：博士前期課程２年）は，

パプアニューギニアの Creator Mountainにおける地

質と鉱化作用についてそれぞれ研究しております。

金属鉱床学研究室では，鉱物資源の形成機構の解明

を目的として，１）黒鉱鉱床や浅熱水性 Au-Ag鉱床，

スカルン鉱床の鉱化作用といったオーソドックスな研

究，２）石油ガス田における火山岩類の変質作用の地

球化学的特徴とその貯留岩性状の研究，３）休廃止鉱

山の鉱山排水の地球化学的な特徴とその処理について

の研究など，その研究分野は多岐にわたっておりま

す。

本研究室は第一に，野外における地層や岩相分布，

岩石，鉱石の産状を把握することに重点を置いた調査

を行います。そこで採取したサンプルは，薄片観察や

X線回折装置（XRD），X線マイクロアナライザー

（EPMA）を用いて岩石・鉱物の組織や鉱物組み合

わせの検討，鉱物の同定をしております。そして，蛍

光エックス線分析装置（XRF）やレーザーアブレー

ション付き四重極型 ICP質量分析計（LA-ICP-MS）

を用いて全岩化学組成や微量元素組成データをもと

に，岩石の初生的な特徴と変質作用の特徴を明らかに

します。さらに石英や斜長石といった白色～透明鉱物

中の流体包有物を加熱・冷却することで鉱物が形成し

た時の温度・圧力条件を推定し，鉱物資源形成時の物

質循環について考察し，資源探査における新しい概念

やその手法についての検討を行っております。これら

の実験は，基本的には学生自身が先輩から習い，後輩

へと伝えていくことで技術の継承を行っております

が，LA- ICP-MSの分析については，佐藤比奈子技術

職員を中心に行っています。

秋田は比較的山が多く，春には山菜が，秋にはキノ

コが採集できます。野外調査に出掛けた際に，採集し

図２ 四重極型 ICP質量分析計 図３ 山野に自生するタラの芽やヤマソテツ（秋田
名：コゴミ）を先生自ら調理。周囲を山に囲ま
れた秋田ならではの光景です。
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てきた山菜で楽しいひと時を過ごすことがしばしばあ

ります。研究は遠く海外をフィールドにする場合もあ

りますし，地域と密着した研究についても金属鉱床学

研究室は力を注いでおります。

以上で金属鉱床学研究室の説明を終わらせていただ

きます。もし興味をもたれた方がいましたら，秋田大

学工学資源学部地球資源学科金属鉱床学研究室のホー

ム ペ ー ジ（URL:http://dips11.akita-u.ac.jp/OYO-

chikyu/mineral/）をご覧下さい。

図４ ２００７年１１月に行われた IGCP５０２ワークショップの記念写真。世界各国から鉱床
学者が秋田に集まって，黒鉱鉱床及び関連する火成活動をテーマとしたシンポジ
ウムと巡検を行いました。
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地球化学に関連した研究集会，書評，研究機関の紹介などの原稿をお待ちしております。編集の都合上，

電子メールでの原稿を歓迎いたしますので，ご協力の程よろしくお願いいたします。次号の発行は２００８年１２

月頃を予定しています。ニュース原稿は１０月下旬までにお送りいただくよう，お願いいたします。また，ホー

ムページに関するご意見もお寄せください。

編集担当者（日本地球化学会ニュース・HP幹事）

石橋純一郎

〒８１２―８５８１ 福岡市東区箱崎６―１０―１

九州大学理学部

地球惑星科学教室

Tel：０９２―６４２―２６６４／Fax：０９２―６４２―２６８４

E-mail：news-hp@geochem.jp

ニュースへ記事やご意見をお寄せください

鈴木勝彦

〒２３７―００６１ 横須賀市夏島町２―１５

海洋研究開発機構（JAMSTEC）

地球内部変動研究センター（IFREE）

Tel：０４６―８６７―９６１７／Fax：０４６―８６７―９３１５

E-mail：news-hp@geochem.jp
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